
参 加 要 領

※ 研修中の撮影・録音・パソコンの使用は、お断りさせていただきます。
※ 駐車場はございませんので、公共の交通機関をご利用ください。
※ 暴力団関係者（準構成員等も含む）・暴力団関係企業・団体、
　 その他反社会的勢力に属する方の参加はご遠慮ください。
※ 講師は変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください。
※ 自然災害などにより、開催日の変更や中止を行う場合があります。 

※コンサルティング業関連・研修教育業関連等、同業の方の参加はご遠慮ください。
経営者・経営幹部・幹部候補◆受講対象：

◆ ご 案 内： 研修当日のご案内や研修資料はメールでお送りします。
ただし、必要に応じて、確認のお電話や資料の郵送を
させていただくこともあります。
※個別にお送りする内容のため、共通（代表）のアドレスでは登録できません。
　あらかじめご了承ください。

□ オーナー会員

□ 一　　　般

氏　名

フリガナ 役職 会場 □東京　 □大阪　 □福岡　□名古屋 　□札幌　□広島

□東京　 □大阪　 □福岡　□名古屋 　□札幌　□広島
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フリガナ 役職 会場

E-Mail

□東京　 □大阪　 □福岡　□名古屋 　□札幌　□広島

氏　名

フリガナ 役職 会場

E-Mail

「個人情報のお取り扱いについて」～下記の内容に同意の上、お申込みください～
○本研修にお申し込みの際に、お客様より頂きました個人情報は、日創研グループ（（株）日本創造教育研究所・（株）コスモ教育出版・（株）CODコンサルタント）および全日本マネジメントコーチング協会
のサービス内容のご案内に利用させて頂くことがあります。

○お客様から頂きました個人情報に関して、修正、利用停止、削除などの必要が生じた場合、ご本人様から直接ご連絡頂くことにより、適宜、ご要望に沿った対応をさせて頂きます。
○日創研グループおよび全日本マネジメントコーチング協会は、ご案内の発送業務において、契約している委託業者に、当グループが保有する個人情報を開示することがあります。これらの契約業者と
は機密保持契約を締結しており、当該業務以外の目的で情報を使用することを禁じています。
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実践経営哲学入門講座 申込書

会社名

〒 －
TEL

FAX

申込日

会　社
住　所

年　　　　　月　　　　　日

振込予定日 月　　　　　日

申 込 区 分

会場所在地・お問い合わせ先
※サテライト会場の最少開催人数 6名（開催2週間前時点）

サテライト会場

名古屋研修センター
〒453－0018
名古屋市中村区佐古前町17－25

TEL（052）483－0471 

札幌研修センター
〒001－0010
札幌市北区北十条西3－13
NKエルムビル2F

TEL（011）729－2141

広島営業所
〒730－0013
広島県広島市中区八丁堀10－14
八丁堀マエダビル5F

TEL（082）502－6281

福岡研修センター
〒812－0013
福岡市博多区博多駅東2－8－27
博多駅東パネスビル5F

TEL（092）475－1466

メイン会場

FAX（0120）938－321

お申し込み

ホームページ https://www.nisouken.co.jp/
実践経営哲学入門講座パソコン

FAX 下記申込書をご記入の上、
東京研修センターへFAXしてください。

大阪研修センター
〒564－8555
大阪府吹田市豊津町12－5

TEL（06）6388－7741

東京研修センター
〒136－0076
東京都江東区南砂2－2－7

TEL（03）5632－3030  
FAX（03）5632－3051

□ 31TT受講生の方はチェックを入れてください。

◆受 講 料：
（税込）

※受講開始３日前までに、お振込をお済ませください。
※受講者ご本人様の都合により受講を中断された場合、受講料の返金はいたしかねます。

※お申込み受付後、請求書をお送りいたします。

お一人様

サテライト会場

メイン会場 64,800円
58,320円

12月5日（水）・6日（木）
2018年

東京研修センターメイン会場

大阪、福岡、名古屋、札幌、広島サテライト会場

新研修

可能思考教育 職 能 教 育 コミュニケーション教育 2018年版

田舞 德太郎
日創研グループ 代表
講師：

Management  phi losophy

実践経営哲学入門講座

1日目 12：00～20：00 / 2日目 10：00～17：00

シリコンバレーオフィス
Silicon Valley Office
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スマートフォン

※個人のメールアドレスを記入してください（すでに登録済みの方は不要です） 

［必須］

※個人のメールアドレスを記入してください（すでに登録済みの方は不要です） 

［必須］

※個人のメールアドレスを記入してください（すでに登録済みの方は不要です） 

［必須］

社長、幹部が一緒に学ぶ



カリキュラム

哲学とは何か１．

松下経営哲学（何故、経営の神様なのか）２．

（１）何のために生まれたのか［生命観］
（２）生きるとは何なのか［人生観］
（３）人間とはどういう存在なのか［人間観］
（４）どう生きれば人間としての自己を認めるのか［アイデンティティ］
（５）自分は何故経営者・経営幹部になったのか［経営観］

自分への問い4．

日本企業の根底に流れる経営哲学の源流
職業倫理を日本で初めて説いた禅僧 鈴木正三

６．

石田梅岩が主張した「共感（sympathy）」の重要性
石門心学と二宮尊徳の報徳仕法

７．

国富論で市場原理を説いたアダム・スミスと
マックス・ウェーバーの「近代資本主義の精神」

８．

日本の資本主義の根底「人間尊重」の経営哲学５．

公益を中心にした渋沢栄一と独立自尊之修身の福沢諭吉９．

出光佐三が貫き通した「人間尊重」と日本人が忘れたもの３．

京セラの稲盛イズムと日本電産の永守イズム１０．

あなたは
誰のために生きていますか？
何のために経営していますか？

我々は、今こそ経営哲学をもたなければならない！
哲学なき経営は、お客様、働く人々、社会を不幸にする

日本の資本主義の源流に迫る

先人の英知に学ぶ

「金（私心）を追うな。志（公）を追え」
松下経営哲学

「利潤獲得（私心）を目的にしてはならない」
鈴木正三の四民特用の哲学
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他にも、鬼塚喜八郎、二宮尊徳、宮沢賢治、永守重信、稲盛和夫といった
日本企業の根底に流れる経営哲学をつくってきた人物に学ぶ

◆日本の産業の著しい発展の礎を築いた世界に誇る発明王 豊田佐吉

◆失敗を恐れず可能性に挑戦し続けたトヨタ自動車の創業者 豊田喜一郎

トヨタの源流　何故、二人は命を削って生きたのか

人生哲学

経営哲学

仕事哲学

人間哲学


